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心と身体を通してスポーツの魅力を伝える

企業メセナ最前線 中西悦朗氏株式会社デサント 代表取締役社長

スポーツを遊ぶ
　技を競ったり体を動かす楽しさだけではなく、
今やスポーツには、“遊ぶ”楽しさが求められて
いるとデサントの中西社長はいう。
　インターネットなどの発達でさまざまなスポー
ツを観る機会が増えるなか、選手のファッショ
ナブルなスタイルに憧れ、おしゃれ感覚でジョギ
ングやゴルフを始める人や、定年後にスポーツ
で若返りをめざす人など、スポーツをする動機も
変わってきている。「近ごろはギャルファー（ゴル
フをする若い女性）やゴル婚（ゴルフを通した婚
活）といった言葉まである」と中西社長がいうよ
うに、今やスポーツの楽しみ方は十人十色。こ
うしたニーズにも応えることで、スポーツを幅広
い世代のライフスタイルに浸透させ、健康な身
体と心づくりに寄与していきたいという。
　とはいえ、少子化の影響でスポーツ人口は
年々減少傾向にあるとも。そこで同社は、毎年有
名アスリートを招いて「すこやかキッズスポーツ
塾」を開催し、子どもたちにスポーツの楽しさを
伝えている。夏に行わ
れた2泊3日の教室で
は、テニスやサイクリン
グ、カヤック教室をはじ
め、手話などのグルー
プワークを行い、スポ
ーツの楽しさや仲間と
のコミュニケーションを
深めた。

モノづくり企業として
　1935（昭和10）年創業のデサントは、総合スポーツアパレル
企業として、アスリートの高いパフォーマンスを支える数多くの
素材・機能開発を行ってきた。そんな同社にとって、プロスポー
ツへの支援は欠かせない。ガンバ大阪や阪神タイガース、大阪
エヴェッサなどへのサプライをはじめ、様々なプロスポーツチーム
を応援している。
　一方、同社は、大阪
商工会議所が中心と
なって推進する『理科
大好き“なにわっ子”育
成事業』にも参加。今
年は大阪市内の小学
校3校で、理科実験を

通してアパレル企業として
のモノづくりを教える活動も
行っている。また、昭和54
年にデサントの株式を基本
財産とする「石本記念デサ
ントスポーツ科学振興財
団」を設立し、以来毎年、スポ
ーツ科学に関する学術的な

調査・研究などへの助成を行っている。

関西伝統文化への思い
　現在、大阪は大阪駅北ヤードでのスタジアム建築構想や、来
年の大阪マラソン開催など、スポーツ分野からの活性化に期待が
かかっている。中西社長はそうした動きにふれ、「スポーツに親し
む機会を増やし、それを大阪活性化につなげるためにも、相応
の施設整備は不可欠だろう」という。
　また、中西社長は、落語や文楽、歌舞伎、狂言などの伝統芸能
通でも知られる。とりわけ落語は、学生時代『古典芸能研究部』
に所属し、他大学の学園祭で持ちネタを披露して回ったほど。
「上方落語の破天荒な面白さが好き。苦労も笑いで包み込む
関西人の大らかさや強さに魅力を感じる」という。天満天神繁盛亭
の建設にあたっては、個人名で積極的に支援もした。そうした経験
から、現在、大阪で伝統芸能の鑑賞機会を増やす取り組みが
行われていることに大いに期待する。「笑うことはスポーツと同じく
健康に良い。それが一緒にできるような活動があっていいかも」
と話す中西氏に、関西人の大らかさを見る思いがした。

株式会社デサント／大阪市中央区平野町4-2-16（大阪オフィス）
スポーツウエア等の製造および販売。1935（昭和10）年創業。
資本金38億4,620万円。年商760億円（2010年3月期・連結ベ
ース）。従業員715名。

中西悦朗（なかにし えつろう）氏
昭和23年兵庫県出身。同46年関西
学院大学経済学部卒業後、伊藤忠
商事株式会社入社。平成19年6月
株式会社デサント顧問を経て現職。

理科大好き“なにわっ子”育成事業
（平成22年6月／大阪市立小路小学校にて）

すこやかキッズスポーツ塾
（平成22年7月／福島県・アルツ磐梯にて）

【参加費】 無料（但し、交流会のみ有料とさせていただきます）
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　ヨーロッパでは、かつて重工業で栄えた都市が文化を重点戦略に位置付け、都市再生と文化立
都を競い合っています。一方、東アジアにおいては、韓国のように文化を国家の重点戦略として掲
げ、力強い成長を遂げています。
　グローバリゼーションによる画一化がますます進展する中で、東アジア各地域の文化の多様性こ
そが、新たな価値を創出し、産業競争力を高め、人々の豊かな生活に貢献する源泉です。今後のア
ジアの発展と安定のために、日本にもさらなる文化力の向上が求められています。
　しかるに、日本の国家予算に占める文化の比率はわずか0.13％。フランスの0.86％、韓国の
0.93％と比較しても極めて低く、関西においては自
治体の財政難から文化予算は壊滅的な状況に追い
込まれ、地域の豊かな個性が失われつつあります。
　本会議では、中国の著しい成長を目前にして、韓
国の具体的な文化戦略も参考にしつつ、東アジアの
安定と発展のために日本が選択すべき文化戦略と、
関西が果たす役割を探ります。

成長する東アジアと日本の文化戦略を探る

【日時】 2011年1月18日（火）　10：00～19：30
【場所】 グランキューブ大阪（大阪国際会議場）　10Ｆ
【主催】 財団法人大阪21世紀協会　【共催】大阪国際フォーラム
【協賛】株式会社大阪国際会議場
【テーマ】「成長する東アジアと日本の文化戦略」
【スケジュール】1. 開会挨拶

2. 基調講演
3. 分科会討議
　 第1分科会　テーマ「東アジアと共に進む日本の文化戦略を探る」
　 第2分科会　テーマ「関西の文化力向上と戦略的発信」
4. 合意事項採択
5. 交流会

お問合せ：（財）大阪21世紀協会　
　　　　  事業チーム／文化力グループ（乾、森）

TEL 06‐6942‐2004
FAX 06‐6942‐5945

※写真は2010年1月28日実施のものです

※分科会のテーマは変更する場合があります。
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